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2026 年 10 月 5 日 

報道関係各位 

 

カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 

 

CCC が参画した実験型アパートメントホテル 

「Sumu Asakusa South」が東京・南浅草にオープン 

―「泊まると、まちが好きになる。」をテーマに、選書・音楽・家電と地域の文化を編集― 

 

カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長兼 CEO：

髙橋 誉則、以下「CCC」）は、2026 年 10 月 10 日（土）に東京・南浅草（台東区寿）に開業する実験

型アパートメントホテル「Sumu Asakusa South」に参画し、「泊まると、まちが好きになる。」をテー

マに、客室やラウンジの滞在体験をディレクションしました。CCC は、蔦屋書店のコンシェルジュに

よる選書や音楽のキュレーション、蔦屋家電による家電のセレクトなどを通じ、旅人が自分の時間を

楽しみながら、浅草・蔵前のまちと自然につながる滞在体験を提案いたします。 
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0 号店で得た知見を生かし、「暮らすように泊まる」体験を進化 

「Sumu Asakusa South」は、2026 年 2 月に開業した 0 号店「Sumu Ueno East」での実証と知見

を設計段階から取り入れた、Sumu 初の新築物件です。地上 10 階建て・全 17 室と 1 階ラウンジで構

成され、中長期滞在の快適さと、まちとつながる体験の両立を目指しています。CCC が蔦屋書店や蔦

屋家電などを通じて培ってきた、書籍・音楽・家電・空間を横断するライフスタイル提案の知見を生

かし、ホテルでの滞在そのものを編集しました。 

 

CCC が手掛けた「Sumu Culture」 

CCC は、一つのテーマに浸る時間を客室ごとに設計しました。各室では、本や音楽、空間、道具が

一体となり、日常から少し距離を置いて自分自身と向き合うきっかけをつくります。 

 

■Books「読書に潜る」 

選書のテーマは「この土地に接続する」こと。晴れの日の華やぎと江戸の伝統が息づく浅草と、工

房やクラフトの新しい動きが生まれている蔵前のあいだで、昭和の面影も色濃く残るこのまちを、新

版画、昭和の建築、東京の職人、日本らしいデザインのカフェ、ファッションやアートといった切り

口から、言葉が分からなくても楽しめるビジュアル重視の本で編みました。英語訳・中国語訳の読み

物も添え、ページをめくって気になった風景を、外に出て実際に確かめられる読書体験を提供しま

す。 

 

 
 

■Meditation「瞑想に溶ける」 

畳に座ると音が身体の内側に沈んでいく TATAMI スピーカーを設置。選書は屋久島や白神山地な
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ど、日本の世界遺産・国立公園を中心とした、心が静まる自然の本を中心にしています。難しい「瞑

想」ではなく、誰でも没頭できるリラクゼーションや簡単なマインドフルネスの入口になるような時

間を提供します。 

 

  
 

■Music「音楽に響く」 

蔦屋書店のコンシェルジュがセレクトしたレコードに、レコードプレーヤーとスピーカーも揃えま

した。ロックやポップスから R&B、レゲエ、クラシックまでジャンルは幅広く、世界的に知られた名

盤と、日本で初めて出会う一枚とを半々に。蔵前のクラフトの作り手たちと協働を重ねてきた音楽

家・蓮沼執太の作品も並びます。部屋で気になった一枚を、まちのレコードショップへ探しに出かけ

る——音楽とまちがつながる入口となる部屋です。 

 

 
 



 

 

 

 
 

4/5 

 

全室とラウンジに、まちと出会うきっかけを 

 全室には、蔦屋書店のコンシェルジュが選んだ本と、蔦屋家電がセレクトした家電を用意しまし

た。また、蔵前の生活道具店と連携した食器・カトラリー、封灯／自由丁による「一年後の自分へ送

る手紙」の体験、まち歩きやおすすめの飲食店を紹介する「Sumu Local Life Map」などを通じて、滞

在者を浅草・蔵前の日常へと送り出します。 

1 階の「Sumu LOUNGE」は、宿泊者だけでなく地域の方も立ち寄れる、まちと Sumu の接点で

す。蔦屋書店コンシェルジュの選書による「Book Gallery」と、CCC がセレクトしたレコードなどを

通じて、手に取った一冊や耳にした音楽が、まちを歩くきっかけとなる空間を目指します。 

 

  
 

旅・暮らし・文化が交差する、新たな体験価値へ 

 CCC はこれまで、蔦屋書店や公共施設、ホテルなど、さまざまな空間の企画・プロデュースを手掛

けてきました。「Sumu Asakusa South」では、旅先を単なる宿泊の場ではなく、土地の文化に触れ、

自分の感性をひらき、日常と地続きの時間を過ごすための「もう一つの生活空間」として捉えていま

す。今後も、書籍・音楽・家電をはじめとしたライフスタイルコンテンツと地域の文化を掛け合わ

せ、宿泊施設における新たな体験づくりに取り組んでまいります。 

 

「Sumu Asakusa South」施設概要 

・施設名：Sumu Asakusa South 

・所在地：〒111-0042 東京都台東区寿 3 丁目 17-10 

・アクセス：各線「浅草」駅 徒歩 6 分／都営浅草線・大江戸線「蔵前」駅 徒歩 3 分／東京メトロ銀

座線「田原町」駅 徒歩 6 分 

・構造・規模：新築／地上 10 階建て 

・客室：全 17 室（Pet Friendly 1 室、Sumu Culture 7 室、Sumu Standard 9 室）＋1 階 Sumu 

LOUNGE 

・開業日：2026 年 10 月 10 日（土） 

・予約受付：2026 年 10 月 1 日（木）より公式予約サイトにて受付中 

・公式予約サイト：https://service.sumu-hotel.com/ja/asakusa-south/ 

https://service.sumu-hotel.com/ja/asakusa-south/
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・宿泊料金：1 室 1 泊 35,000 円～（税込） 

※ 季節・曜日により変動 

・チェックイン／アウト：16:00／11:00 

・ホテル運営：カソク株式会社 

※ Sumu は Airbnb の公式ホテルではなく、Airbnb Partners の協業ネットワークを活用した独立ブランドです。 
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